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（ Zimmerman, 2002; Zimmerman & Risemberg, 
1997）。時間管理は学業成績や生活充実感と正の関
連を示すことが報告されており（Britton & Tesser, 
1991; Macan, Shahani, Dipboye, & Phillips, 1990; 
Trueman & Hartley, 1996），反対に時間管理を行わ
ず，課題などを先延ばしにすることは学業成績や
自尊感情を低め，不安を高めることが報告されて






















































  2019年 7―11月に大学生 256名に対して集合法
による質問紙調査を行った。回答に不備のある者
を除き 239 名（男性 111 名，女性 122 名，その他









































調査した結果，小学校では M = 2.26（SD = 0.98），



































った結果，主効果が有意であった（F (5, 1165) = 



































主効果が示された（母親：F (2, 231) = 33.80, p 
< .001，父親：F (2, 231) = 50.07, p < .001，兄弟・
姉妹：F (2, 231) = 47.26, p < .001，学校の先生：F (2, 
231) = 39.82, p < .001，塾や習い事の先生：F (2, 231) 
= 49.52, p < .001，友人：F (2, 231) = 29.98, p < .001）。
三つのクラスタにおける投入変数の平均と標準偏
差，及び多重比較（Bonferroni 法）の結果を Table 
2 に示す。 




















N  = 126 N  = 79 N  = 29
母親 2.72 (1.03) 1.82 (0.85) 3.27 (0.70) 2 < 1 < 3
父親 2.15 (1.08) 1.27 (0.50) 3.10 (0.77) 2 < 1 < 3
兄弟・姉妹 1.23 (0.52) 1.27 (0.61) 2.41 (0.82) 1, 2 < 3
学校の先生 2.14 (0.94) 3.06 (0.85) 3.41 (0.68) 1 < 2, 3
塾や習い事の先生 1.45 (0.67) 2.22 (1.12) 3.07 (0.75) 1 < 2 < 3
友人 1.58 (0.76) 1.75 (0.86) 2.86 (0.79) 1,2 < 3























帰分析を行った（調整済み R2 = .16, p < .001）。分
析の結果，中学校時代に時間管理を教わった経験
が，大学生時点の学習習慣に影響を及ぼすことが




数とする重回帰分析を行った（調整済み R2 = .14, p 
< .01）。分析の結果，母親から時間管理を教わっ
た経験が，大学生時点の学習習慣に影響を及ぼす
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